
猪苗代
まちの応援マガジン　いなわしろ

Apr.2016

No.666

広
報

あ
り
が
と
う

　
わ
た
し
た
ち
の

　
　
　
よ
う
ち
え
ん



3    2016-4  広報 猪苗代 広報 猪苗代  2016-4   2

06　平成 28 年度予算

08　写真特集　卒業・卒園

10　まちのわだい

13　青年海外協力隊　現地レポート
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予
定
で
す
。

　

３
月
24
日
に
は
、
輸
出
第
２
便
と
し

て
２
１
０
㌔
が
ド
バ
イ
に
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。

欧
州
進
出
に
も
追
い
風

　

オ
ラ
ン
ダ
福
島
県
人
会
の
石
川
武
司

会
長
は
３
月
16
日
、
町
役
場
を
訪
れ
、

前
後
公
町
長
に
「
オ
ラ
ン
ダ
で
町
内
産

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
た
い
」
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
５
月
に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
る

ジ
ャ
パ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
、『
い

な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
』な
ど
を
提
供
し
、

福
島
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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町
農
業
の
大
き
な
一
歩

　

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
猪
苗
代
稲
作
部
会

は
３
月
３
日
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い

な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
を
海
外
向
け
に

初
輸
出
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
東
部
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、

輸
出
さ
れ
る
米
が
ト
ラ
ッ
ク
で
発
送
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
同
Ｊ
Ａ
代
表
理
事
専
務

で
町
農
産
物
等
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
委

員
会
の
五
十
嵐
孝
夫
会
長
が
「
風
評

払
し
ょ
く
の
い
い
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
」、

前
後
公
町
長
は
「
量
は
少
な
い
が
、
本

町
農
業
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
一

歩
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
２
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
ド
バ
イ
で
開
か
れ
た
国
際
食
品

見
本
市
「GU

LFO
O

D

（
ガ
ル
フ
ー
ド
）

２
０
１
６
」
に
出
展
。
試
食
用
に
「
い

な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
の
お
に
ぎ
り
を

提
供
し
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
後
日
、
カ
タ
ー
ル
・
ド
ー

ハ
の
食
品
会
社
か
ら
購
入
希
望
が
あ

り
、
販
売
用
と
し
て
初
め
て
の
輸
出
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
初
輸
出
で
は
、
１
㌔
の

袋
で
計
２
１
０
㌔
を
出
荷
。
現
地
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
る

1_ 出発式でテープカットし、初
輸出を祝う（左から）渡辺忠義ＪＡ
会津よつば米穀部長、五十嵐会長、
前後町長、稲作部会の小林文男会
長　2_ 初輸出の出発式後、トラッ
クに米を積み込む関係者　3_「い
なわしろ天のつぶ」をバイヤーら
にＰＲする関係者（２月 21 日、ド
バイ）

　

町
は
３
月
８
日
、
町
内
の
７
郵
便

局
お
よ
び
郡
山
郵
便
局
と
相
互
連
携

協
定
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
協
定

を
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
同
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
、
前
後
公
町
長
と
町
内
郵
便
局
代

表
の
佐
藤
孝
二
猪
苗
代
郵
便
局
長

（
当
時
）、
渡
辺
満
郡
山
郵
便
局
長
が

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が
「
町
内

全
域
を
カ
バ
ー
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

の
見
守
り
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

町
民
が
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
渡
辺
局

長
は
「
職
員
一
人
一
人
が
町
の
安
全

の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

相
互
連
携
協
定
で
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
見
守
り
を
は
じ
め
、
道
路

の
危
険
個
所
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
、

町
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
災
害
協
定
に
は
、
避
難
所

開
設
状
況
や
避
難
先
リ
ス
ト
な
ど
の

相
互
提
供
、
緊
急
車
両
の
提
供
な
ど

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
他
、
町
内
で
配
達
を

行
う
事
業
者
や
電
力
会
社
と
「
高
齢

者
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
」「
地

域
の
見
守
り
の
取
組
に
関
す
る
協

定
」「
災
害
時
等
に
お
け
る
電
力
復

旧
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
そ
れ

ぞ
れ
締
結
し
、
安
心
、
安
全
な
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す（
関
連
10

ペ
ー
ジ
）。

協定書に調印した（左から）佐
藤局長、前後町長、渡部局長

前後町長と握手を交わす石川会長（右）

1

3

2

「
い
な
わ
し
ろ
天
の
つ
ぶ
」
輸
出
始
ま
る
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今月の表紙
３月で閉園となる町内
の各幼稚園では、卒園
式に引き続き、閉園式
が行われました。千里
幼稚園の閉園式では、
さみしそうな顔を浮か
べる保護者と対照的に、
園児たちが「ありがと
うさようなら」を元気
いっぱい歌いました。

【撮影日】３月 18 日
【撮影場所】　千里幼稚園

　策定
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　高校をはじめとした教育機関との連携を強化しながら、
産官学が連携し、地域を担う人材を育成するとともに、イ
ンバウンド観光も視野に入れた、町民のおもてなし力の向
上を図る。

【数値目標】■猪苗代高校生徒の町内事業所への就職率
　　　　　　  現状値 22.2％  →  目標値 30％程度を維持
　　　　　  ■誘致に向けた大学との連携・協働回数
　　　　　　  現状値 0 回  →  目標値 4 回

【主な施策】①学校などとの連携
　　　　  　②教育の充実
　　　　  　③町民のおもてなし力の向上

　「道の駅」を農業・観光・防災の拠点として活用すると
ともに、町を担う人材の育成など地方創生の拠点として、
町全体として多様な活用を行う。

【数値目標】■「道の駅」利用者数（年間）
　　　　　　　目標値 50 万人
　　　　　  ■「道の駅」案内窓口の利用者の満足度
　　　　　　　目標値 ７割

【主な施策】①地域の総合観光案内と周遊の拠点化
　　　　　  ②まちなかなどとの連携
　　　　　  ③地域資源を活用した６次化
　　　　　  ④防災ステーションとしての整備・活用

　町全体として、出生から就労まで切れ目のない、きめ細
やかな子育て支援により、若い世代が働きやすい・子育て
しやすい環境をつくる。

【数値目標】■待機児童数
　　　　　　  現状値 10 人  →  目標値 0 人
　   　　　    ■年間出生数
　　　　　 　  現状値 115 人  →  目標値 100 人程度を維持

【主な施策】①子育て支援ネットワーク会議の充実
　　　　　  ②認定こども園の充実・活用
　　　　　  ③地域による結婚・子育て支援
　　　　　  ④ライフワークバランスの実現

　平日は、郡山市・会津若松市などへ通勤、休日はスポー
ツや自然・温泉を楽しむライフスタイルを提案するととも
に、積極的に情報発信することにより、定住を促進する。

【数値目標】■移住について具体的な相談者数
　  　　　　　現状値 3 人  →  目標値 10 人
　　　　　  ■定住 ･ 移住相談ワンストップサービス利用
　　　　　  　者の満足度　目標値 7 割

【主な施策】①魅力的なライフスタイルの実現
　　　　　  ②移住・定住支援の充実
　　　　　  ③交通の利便性の確保

１．「道の駅」展開プロジェクト ２．地域を担う人材育成プロジェクト

４．魅力的なライフスタイル提案プロジェクト３．きめ細やかな子育て支援プロジェクト

　観光業の振興などにより、地域間、多世代、官民、異業
種などの交流を促進し、魅力的な地域づくりにつなげる。
また、多世代交流を推進することにより、安心して暮らせ
る高齢者対策を充実させる。

【数値目標】■猪苗代町観光客入込数（年間）
　　　　　  　現状値 169.9 万人  →  目標値 180 万人
  　　　　　■高齢者の見守り協定数
　　　　　  　現状値 0 件  →  目標値 5 件

【主な施策】①多様な主体による観光戦略の立案
　　　　　  ②地域資源を活用した観光振興
　　　　　  ③インバウンド誘致の強化
　　　　　  ④まちなかの魅力向上　⑤地域間の交流
　　　　　  ⑥安心して暮らせる高齢者対策の充実

　「米（天のつぶ）」や「そば（天の香）」を始めとしたブラ
ンド化・競争力の強化を推進するとともに、空き工場・空
き店舗などを活用した企業誘致を進め、安定した雇用創出
を図る。

【数値目標】  ■米の販売価格
　　　　　　  目標値 10％向上
　　　　　  ■空き店舗相談件数
　　　　　　  現状値 1 件  →  目標値 5 件

【主な施策】①食の地産地消
　　　　　  ②農業の後継者などの育成
　　　　　  ③農産物のブランド化
　　　　　  ④町内における雇用拡大

６．交流促進プロジェクト

　

町
で
は
、
国
が
平
成
26
年
に
策
定
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
本
町
の

人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
人
口

減
少
対
策
を
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
ま
と
め
た
「
猪
苗
代
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
５
年
後
の
実

現
す
べ
き
成
果
を
数
値
目
標
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
や
有
識
者

な
ど
で
構
成
す
る
「
猪
苗
代
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
会
議
」
を
設
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
経
る
と
と
も
に
、
今
後
も

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
）に
よ
り
同
会

議
に
よ
る
総
合
戦
略
の
評
価
・
効
果
検
証

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　

PLAN

（
計
画
）、DO

（
実
施
）、CH

ECK

（
評

価
）、ACTIO

N

（
改
善
）
の
４
つ
の
視
点
を

プ
ロ
セ
ス
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
プ
ロ

セ
ス
を
不
断
の
サ
イ
ク
ル
と
し
、
継
続
的
な

改
善
を
推
進
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

【重点プロジェクトと数値目標】

※表１・表２　出展：H22
年までは国勢調査、H27 年
以降は社人研準拠

※社人研　国立社会保障・
人口問題研究所：厚生労働
省に所属する国立の研究機
関。平成 27（2015）年以降
の将来人口は、この機関の
推計に準拠している。

〈〈 １，２：本町独自のプロジェクト、３～６：国の４つの基本目標に対応したプロジェクト 〉〉

５．安定した雇用創出プロジェクト

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生　
　
　

  

を
策
定

人
口
減
少
対
策
と
し
て
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン・総合戦略

・平成 52（2040）年：11,330 人 （社人研推計値より 1,395 人増）

・平成 72（2060）年：10,021 人 （社人研推計値より 3,365 人増）

表１【本町の人口の推移】

表２【人口の将来展望】

【本町の将来人口　目標値】
※

推計値

昭和 30（1955）年
27,523 人

平成 7（1995）年
老年人口が年少人口を上回る

平成 32（2020）年
老年人口ピーク 人

口
ビ
ジ
ョ
ン

総

合

戦

略
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自 主
財

源

依

存

財 源

歳入

町税
18億4,077万4千円
（22.4％）

地方交付税
28億6,924万3千円
（34.8％）

町債
10億2,870万円
（12.5％）

繰入金
2億7,350万円
（3.3％）

諸収入
2億3,911万5千円
（2.9％）

繰越金
1億5,000万円
（1.8％）

県支出金
6億2,839万4千円（7.6％）

国庫支出金
5億8,689万9千円
（7.1％）

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄付金
2億1,934万2千円
（2.7％）

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金
交通安全対策特別交付金・配当割交付金・株式等譲渡
所得割交付金
4億3万3千円（4.9％）

対前年度比予 算 額会 計 名

猪苗代地区財産区

翁 島 地 区 財 産 区

長 瀬 地 区 財 産 区

吾 妻 地 区 財 産 区

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

特定環境保全下水道事業

農業集落排水事業

合　　　　　計

856万円

222万1千円

1,201万円

845万6千円

19億4,100万円

15億5,470万5千円

5億7,723万8千円

1億2,178万円

1億5,329万7千円

45億4,447万4千円

89.5％

△16.0％

△18.3％

0.2％

△3.3％

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,520万7千円

4.2％

7.6％

△12.9％

3.9％

0.5％

予 算 額区 分 予 算 額区 分

3億8,164万4千円
　　　　（対前年度比0.6％）

3億4,261万6千円
（対前年度比1.9％） 

1億8,538万3千円
（対前年度比24.0％）

7,635万4千円
（対前年度比165.5％）

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

※資本的収支の不足額1億902万9千円は、当年度損益勘定留
保資金から補てんします。

水道事業会計予算

特別会計予算
議会費
1億919万5千円
（1.3％）

総務費
9億2,200万7千円
（11.2％）

民生費
13億5,660万2千円
（16.5％）

衛生費
5億122万8千円
（6.1％）

農林水産業費
5億8,818万3千円
（7.1％）

商工費
4億2,065万6千円
（5.1%）

土木費
18億6,590万8千円
（22.7％）

消防費
5億1,869万6千円
（6.3％）

教育費
10億1,191万8千円
（12.3％）

災害復旧費
　　90万円
　　（0.0％）

公債費
9億1,070万7千円
（11.1％）

予備費
3,000万円
（0.4％）

△0.9％

歳出

町税の内訳

区 分 予 算 額 町民1人あたり

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入 湯 税

町民1人あたりの町税負担額合計

5億7,242万2千円 37,813円

69,077円

3,106円

9,139円

2,464円

121,599円

10億4,568万2千円

4,701万5千円

1億3,834万2千円

3,730万3千円

予 算 額区 分 予 算 額区 分

8,119万8千円
（対前年度比3.2％）

8,129万5千円
（対前年度比0.1％）

5,548万2千円
（対前年度比0％）

 5,546万4千円
  （対前年度比1,034.8％）

収入

支出

収入

支出

資 

本 

的

病院事業会計予算

※収益的収支の不足額9万7千円および資本的収支の不足額
1万8千円は、基金から補てんします。

収 

益 

的

町民1人あたりの予算（一般会計） 544,061円

※町民1人あたりの税額および予算額は、平成28年2月末
現在の人口をもとに算出しています。

　

歳
入
は
大
き
く「
自
主
財
源
」

と「
依
存
財
源
」の
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
と
は
、
町
が
自

主
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
す
。
町
の
主
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
を
は
じ

め
と
し
て
、
使
用
料
、
手
数
料
、

分
担
金
、
負
担
金
や
財
産
収
入
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
自
主
財
源
の
合

計
は
27
億
２
２
７
３
万
１
千
円

で
、
歳
入
全
体
の
33
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
う

ち
、
主
要
な
財
源
の
一
つ
で
あ
る

町
税
は
、
18
億
４
０
７
７
万
４
千

円（
前
年
度
比
３
３
６
６
万
円
の

増
）で
、
歳
入
全
体
の
22
・
４
％

を
占
め
て
い
ま
す（
内
訳
は
上
の

表
の
と
お
り
）。
こ
の
ほ
か
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金

が
２
億
７
３
５
０
万
円（
前
年
度

比
１
億
３
９
７
４
万
６
千
円
の

増
）、
雑
収
入
な
ど
の
諸
収
入
が

２
億
３
９
１
１
万
５
千
円（
前
年

度
比
６
１
５
１
万
３
千
円
の
増
）

な
ど
で
す
。

　
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

依
存
財
源
の
合
計
は
、
55
億

１
３
２
６
万
９
千
円
で
、
歳
入
全

体
の
66
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

依
存
財
源
の
約
半
分
を
占
め
る
地

方
交
付
税
が
28
億
６
９
２
４
万

３
千
円（
前
年
度
比
４
１
９
７
万

円
の
増
）。
次
い
で
12
・
５
％
を

占
め
る
の
が
町
債
で
、
道
の
駅

整
備
事
業
な
ど
を
見
込
み
10
億

２
８
７
０
万
円（
１
億
４
３
１
０

万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
の
借
り
入
れ
に
当
た
っ
て

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

も
の
を
選
ぶ
な
ど
、
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
一
つ
一
つ
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
効
果
や
成
果
を
検

証
し
、
経
費
の
節
減
・
事
務
の
合

理
化
を
進
め
る
一
方
、
緊
急
性
な

ど
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
重
点
施

策
を
選
別
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
22
・
７
％
を
占
め
る
土

木
費
は
、
町
道
や
町
営
住
宅
の
整

備
・
管
理
、
除
雪
な
ど
に
使
わ
れ

る
費
用
で
、
こ
の
中
に
は
道
の

駅
整
備
事
業
も
含
ま
れ
て
お
り
、

18
億
６
５
９
０
万
８
千
円（
前
年

度
比
５
５
１
７
万
９
千
円
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
続
く
の
が
、
社
会
福
祉

や
児
童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
民

生
費
で
す
。
全
体
の
16
・
５
％
で
、

13
億
５
６
６
０
万
２
千
円（
前
年

度
比
10
万
２
千
円
の
減
）で
す
。

　

そ
の
次
に
続
く
の
が
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
生
涯
学
習
や

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ

る
教
育
費
で
全
体
の
12
・
３
％
、

10
億
１
１
９
１
万
８
千
円（
前
年

比
３
１
４
３
万
３
千
円
の
増
）。

　

以
下
、
借
入
金
償
還
の
た
め

の
公
債
費
が
全
体
の
11
・
１
％
、

９
億
１
０
７
０
万
７
千
円（
前
年

比
１
５
７
０
万
１
千
円
の
減
）。

　

そ
の
他
、
総
務
費
は
、
９
億

２
２
０
０
万
７
千
円（
前
年
度
比

７
９
８
８
万
９
千
円
の
減
）。
農

林
水
産
業
費
は
、
５
億
８
８
１
８

万
３
千
円（
前
年
度
比
６
６
２
８

万
２
千
円
の
減
）。
消
防
費
は
、

５
億
１
８
６
９
万
６
千
円（
前
年

度
比
１
億
４
７
３
７
万
９
千
円
の

増
）。
衛
生
費
は
、
５
億
１
２
２

万
８
千
円（
前
年
度
比
５
４
６
４

万
２
千
円
の
増
）。
商
工
費
は

４
億
２
０
６
５
万
６
千
円（
前
年

度
比
２
４
７
３
万
９
千
円
の
減
）。

議
会
費
は
１
億
９
１
９
万
５
千
円

（
前
年
度
比
６
６
８
万
８
千
円
の

減
）と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業

　

本
年
度
中
に
実
施
す
る
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
道
の
駅
整
備
事
業　

　
　
　

７
億
３
９
４
５
万
６
千
円

▽
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

　
　
　

１
億
５
５
８
７
万
３
千
円

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業　
　
　
　
　
　

９
１
０
０
万
円

▽
街
路
事
業

　
　
　
　
　

７
４
８
２
万
１
千
円

▽
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　
　
　
　
　

４
４
２
４
万
４
千
円

■平成 28 年度予算

一般会計予算は

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
82
億
３
６
０
０
万
円
で

す
。
前
年
度
に
比
べ
９
５
０
０
万
円（
１
・
２
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
大
規
模
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
重
点
を
お
い
た
予
算
と
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

82 億 3,600 万円

一
般
会
計

   

歳
入

一
般
会
計

   

歳
出
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猪苗代高校
３月１日

東中学校
３月 11 日

1_ 二瓶晃一校長から卒
業証書を受ける卒業生
2_ 真剣な表情で式に臨
む卒業生
3_ 最後のホームルーム
で、生徒一人一人が両親
に感謝の言葉を送った。

「愛してるよー！」
4_「卒業おめでとう」「お
世話になりました」。卒
業生と先生が笑顔であい
さつ

猪苗代保育所
中の沢保育所

３月 25 日
1_ 感謝を込めて保護者
に花を手渡す満了児（中
の沢）　2,3_ 猪苗代保育
所では、修了式に合わせ
て閉所式が行われた
4_ 修了証書を受ける児
童（中の沢）　5_ わが子
の成長がうれしく感じら
れる反面、さみしい気持
ちも（中の沢）

写真特集

　

３
月
１
日
か
ら
25
日
に
か
け

て
、
町
内
の
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、

保
育
所
、
小
、
中
学
校
と
高
校
で

卒
園
式
、
満
了
式
、
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
の
開
園
に

伴
い
、
統
廃
合
さ
れ
る
４
幼
稚
園

と
猪
苗
代
保
育
所
で
は
、閉
園
式
・

閉
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
猪
苗
代
高
校（
３
月
１
日
）

　

普
通
科
27
人
、
国
際
観
光
課
26

人
が
卒
業
。

▼
中
学
校（
３
月
11
日
）

　

猪
苗
代
中
90
人
、
東
中
33
人
、

吾
妻
中
29
人
が
卒
業
。

▼
幼
稚
園
・
さ
く
ら
こ
ど
も
園（
３

月
18
日
）

　

猪
苗
代
幼
稚
園
44
人
、
千
里
幼

稚
園
26
人
、
翁
島
幼
稚
園
９
人
、

吾
妻
幼
稚
園
８
人
、
さ
く
ら
こ
ど

も
園
30
人
が
卒
園
。
平
成
27
年
度

を
も
っ
て
閉
園
と
な
る
４
幼
稚
園

で
は
、
卒
園
式
後
、
閉
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
小
学
校（
３
月
23
日
）

　

猪
苗
代
小
45
人
、
翁
島
小
14
人
、

千
里
小
22
人
、
緑
小
９
人
、
長
瀬

小
９
人
、
吾
妻
小
13
人
が
卒
業
。

▼
保
育
所（
３
月
25
日
）

　

中
の
沢
保
育
所
で
は
、
さ
く
ら

Ａ
組（
５
歳
児
）の
児
童
７
人
が

満
了
。
猪
苗
代
保
育
所
で
は
、
修

了
式
と
合
わ
せ
て
閉
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た（
０
～
２
歳
児
の
保
育

の
た
め
、
満
了
児
な
し
）。

1_ 感謝を込めて、保護者
に修了証書を手渡す（千
里）　2_ 元気いっぱいに歌
う卒園児（千里）　3_ 修了
証書を受ける園児（千里）
4_「 思 い 出 の ア ル バ ム 」
を歌う卒園児（吾妻）
5_ 川上閲男園長から修了
証書を受ける園児（吾妻）
6_ 保護者に修了証書を渡
し、握手する園児（吾妻）

千里幼稚園
吾妻幼稚園
３月 18 日1_ 卒 業 式 が 終 わ る と、

在校生らが廊下に並び、
握手を交わして卒業生を
見送った。卒業生の両手
には、抱えきれないほど
のプレゼントや花が
2_ 渡部博之校長から卒
業証書を受ける卒業生
3_ 校歌を歌う卒業生
4_ ３年間のさまざまな
思い出がよみがえり、涙
が頬を伝う

猪苗代小学校
３月 23 日

1_ 卒業証書を受けた児
童は、保護者に見せた後、
感謝を込めて保護者に花
を手渡した
2_ 在校生と先生に見送
られる卒業生
3_ 菊地康則校長から卒
業証書を受ける児童
4_「旅立ちの日に」を
歌う卒業生
5_ 大きな拍手の中、退
場する卒業生

卒業・卒園

4

5

4

32

1

653

2

1

3

2

1

54

3

2

1

4

3

2

1

4
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

フォーチュネイト先生が一日署長

　猪苗代消防署は３月１日、ガーナ出身で町外国語指導助手のセ
イラム・フォーチュネイト・アドゥクポさんを一日署長に任命し
ました。2020 年東京オリンピック・パラリンピックのホストタ
ウン構想で、本町と同国との交流計画が正式に登録されたことか
ら実現しました。同署で委嘱状を受けた後、フォーチュネイトさ
んは消防車両を点検。その後、さくらこども園を訪れ、幼年消防
クラブの園児と一緒に火の用心を呼び掛けるなどしました。

猪苗代消防署がホストタウン登録に合わせ委嘱

消防車両点検の報告を受けるフォーチュネイトさん（左）

信頼される自衛官目指し頑張って

左から前後町長、渡部さん、鈴木さん、宇月副会長

町自衛隊協力会が入隊予定者を激励

　町内の自衛隊入隊予定者の激励会は３月８日、町役場で開かれ
ました。町自衛隊協力会会長の前後公町長が、ことし入隊予定の
鈴木蓮さん（湊志田＝会津工業高卒）と渡部拓夢さん（戸ノ口・三
本木・金子沢＝同）に激励金を贈呈。前後町長と同会の宇月晴彦
副会長がはなむけの言葉を送りました。鈴木さんは「復興へ向か
う東北に貢献できるよう頑張りたい」、渡部さんは「災害派遣な
どで地域に貢献したい」と力強く抱負を述べました。

災害からの早期復旧に向けて

　町と東北電力会津若松支社は３月９日、災害時等における電力
復旧の協力に関する協定を締結しました。締結式は町役場で行わ
れ、前後公町長と千葉正宏支社長が協定書を交換しました。前後
町長は「災害からの早期復旧に向け、連携を強くしたい」とあい
さつ。千葉支社長は「災害の際には、いち早く明かりをつけた
い」と述べました。協定には、町内で大規模な停電が起こった場
合、互いに災害情報を提供することなどが盛り込まれています。

町と東北電力が災害時等の電力復旧協定を締結

締結式で協定書を交換する前後町長と千葉支社長（右）

住民の安心安全確保のため

　町消防団の消防機械交付式は３月 22 日、町役場前で行われ、
第４分団３部１班（金曲班）に消防ポンプ自動車１台が引き渡さ
れました。式では、前後公町長が「住民の安心安全を確保するた
めに十分な訓練を重ね、有事に備えるとともに、さらなる予防消
防に努めていただきたい」とあいさつし、五十嵐正義団長に管そ
うを手渡しました。五十嵐団長が団員にあいさつを述べた後、金
曲区の渡部勝利区長（当時）が謝辞を述べました。

金曲班に消防ポンプ自動車交付

交付式の様子。手前左が交付された消防ポンプ自動車

町の農業振興への尽力に感謝

前後町長から感謝状を受ける阿部さん（左）

農業委員の阿部幸喜さんに感謝状

　前農業委員、阿部幸喜さん（伯父ケ倉）への町感謝状贈呈式は
３月 25 日、町役場で行われました。阿部さんは、あいづ農業協
同組合の推薦により選任された委員で、平成 24 年６月から委員
を務め、ことしの３月、同組合が会津よつば農業協同組合へ合併
されたことに伴い退任しました。
　阿部さんの後任として、会津よつば農業協同組合推薦の土屋勇
雄さん（壺下）を選任。同日に辞令が交付されました。

前後町長から賀寿を受ける鈴木さん（左）

鈴木静江さんが 100 歳に

　３月１日に満 100 歳の誕生日を迎えた鈴木静江さん（曲渕）へ
の賀寿贈呈式は３月２日、同日、鈴木さんの自宅で行われました。
前後公町長が、鈴木さんに賀寿や祝い金などを贈呈。続いて湯田
邦彦県会津保健福祉事務所副所長と戸田忠義町老人クラブ連合会
長が賀寿や記念品を贈りました。あいさつに立った長男の吉彦さ
んは「父が戦死した後、母は女手一つで家を守ってきた。ことし
も元気に過ごしてほしい」と話しました。

長寿を祝い、賀寿などを贈呈 記念貨幣展示会とマネー教室

　福島財務事務所と造幣局は３月 26 日、野口英
世至誠館で地方自治法施行 60 周年記念貨幣の展
示会とマネー教室を開きました。
　本県版記念貨幣の通信販売受け付けが始まるの
に合わせて実施されたもので、展示会では、本県
版記念貨幣のレプリカが展示されたほか、各都道
府県の記念貨幣がズラリと並べられました。
　マネー教室には、すごろくでお金の使い方を学
ぶコーナー、１億円の重さを体験するコーナー、
貨幣枡という道具を使い貨幣を数えるコーナーな
どが設けられ、親子連れなどが楽しみながらお金
について学びました。
　会場では、隣接する野口英世記念館の職員によ
り、野口博士の生涯を紹介する紙芝居も披露され
ました。
　本県版記念貨幣は２種類あり、このうち 1000
円銀貨幣には、野口英世博士、磐梯山と猪苗代湖
があしらわれています。1000 円銀貨幣の販売受
け付け開始は、４月下旬の予定です。

記念貨幣の発行を前に

写真上＿ズラリと並ぶ各
都道府県の記念貨幣。展
示ケースの左側に載って
いるのは、本県版 1000
円銀貨幣のイメージ
写真左＿「おかいものす
ごろく」で楽しみながら
お金の上手な使い方を学
ぶ子どもたち
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ナ
マ
ス
テ
！

　

ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国
に

栄
養
士
と
し
て
派
遣
中
の
阿
部
文

子
と
申
し
ま
す
。

　

赴
任
先
の
ダ
デ
ィ
ン
郡
は
全
域

が
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
耕
地
が
十

分
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
住

民
の
健
康
状
態
が
悪
く
、
特
に
乳

幼
児
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
現
地
の
保
健
省
に
所
属

し
、
人
々
の
健
康
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

人
た
ち
の
栄
養
改
善
を
図
る
た
め
、

郡
内
の
村
を
巡
回
し
、
住
民
に
栄

養
教
育
を
し
た
り
、
配
属
先
の
ス

タ
ッ
フ
や
地
域
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
指
導
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
と
て
も

親
日
的
で
、
性
格
も
穏
や
か
。
日

本
人
が
求
め
る
「
空
気
を
読
む
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
の
す
ご
く
気
を
使
っ
て
く
れ
ま

す
。
ネ
パ
ー
ル
は
、
国
民
の
８
割

が
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
で
、
生
き
方
に

そ
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
最
大
の
お
祭
り「
ダ
サ
イ
ン
」

の
時
に
招
待
さ
れ
た
お

宅
で
は
、
テ
ィ
カ（
額

に
つ
け
る
赤
い
粉
）を

つ
け
て
も
ら
っ
た
の
が

原
因
？
で
そ
の
家
族
の

一
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
で
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
、

昨
年
４
月
の
ネ
パ
ー
ル

大
地
震
で
す
。
地
震
の

約
２
カ
月
後
に
、
青
年

海
外
協
力
隊
の
任
地
の

中
で
一
番
被
害
の
大
き

か
っ
た
郡
に
移
り
住
ん

長年の統計調査活動たたえる

　町統計調査員の阿部隆郎さん（大原）と二瓶次夫さん（木地小屋）
への県統計協会名誉会長表彰伝達式は２月 24 日、町役場で行わ
れました。伝達式では、前後公町長がそれぞれに表彰状を手渡し、
その功績をたたえました。この表彰は、長年にわたり統計調査に
従事し、統計の発展と統計思想の普及に貢献した功績が認められ
たものです。阿部さんは平成 14 年から、二瓶さんは平成 16 年
から統計調査員を務めています。

阿部隆郎さんと二瓶次夫さんに表彰伝達

表彰伝達を受けた二瓶さん（中央）と阿部さん（右）

町民対象の講座実施などを評価

　町体験交流館（学びいな）は３月３日、文部科学省の優良公民
館表彰を受けました。この表彰は、①同館が町民を対象にさまざ
まな講座を実施し、大きな成果を収めていること、②学びいな祭
りを開催し、各団体などに活動成果を発表する機会を提供してい
ること、③体験鑑賞を通して生涯学習や文化に対する意識を高め、
学ぼうとする意欲的な事業を展開したことなどが高く評価された
ものです。表彰式は同日、文部科学省の第二講堂で行われました。

学びいなに文部科学省の優良公民館表彰

まちのわだい
TOWN  TOPICS

表彰状を受ける兼田芳宏生涯学習課長（右）

だ
の
で
す
が
、
人
々
は
明
る
く
、

「
家
が
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
笑
い

な
が
ら
話
す
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

先
ほ
ど
話
し
た
、
私
の
家
族
の
家

も
全
壊
し
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん

と
２
人
の
弟
で
１
カ
月
か
け
て
建

て
た
、
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
の
よ
う
な

家
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
活
動
は
「
食
」
に
関
す
る

こ
と
で
す
。
問
題
の
根
本
は
、
日

本
も
ネ
パ
ー
ル
も
変
わ
ら
な
い
な

と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
主

食
が
ご
飯
で
、
カ
レ
ー
味
の
お
か

ず
を
食
べ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
と

の
共
通
点
も
あ
り
ま
す
。
と
は

言
っ
て
も
、
基
本
的
な
食
文
化
は

異
な
る
の
で
、
地
域
に
合
っ
た
方

法
を
探
り
な
が
ら
、
少
し
で
も
任

地
の
方
々
の
役
に
立
て
る
よ
う
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

地震後、家族３人で手造り
した家。この村の９割以上
がこのような家に住んでい
ます

主にここで活動していま
す。この日は予防接種が行
われました

ヒンズー教徒の結婚式。丸一日かけて結婚式を行い、その
翌日に１日がかりの披露宴がありました。

祭
り
で
レ
イ
ン
ボ
ー
テ
ィ
カ
と
花
の
首
飾
り
を
つ
け
て
も
ら
っ
た

後
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と（
右
か
ら
２
人
目
が
阿
部
さ
ん
）

平成 28 年度 JICA ボランティア（青年海外協力隊・シニア海外ボランティ
ア）を募集しています（５月９日（月）まで）。詳しくは、JICA 二本松のホー
ムページをご覧いただくか、下記までご連絡ください。
問 JICA 二本松訓練所（担当：湯澤）　☎ 0243（24）3200

阿部さんは、平成 26 年度４次隊の隊員として、2015
年３月に日本を出発しました。帰国は 2017 年３月の予
定です。

ネパールからの手紙
青年海外協力隊　阿部文子さん（神明町出身）現地レポート

善意をありがとうございます
○ LED 防犯灯 30 基、水銀灯１基
・森口電気商会
○野口英世博士のふるさと猪苗代応援
寄付金として

・山田和博さん（奈良県）　30,000 円
・齋藤辰英さん（郡山市）100,000 円
○雑巾 78 枚、きんちゃく袋 107 枚（翁
島小学校へ）

・遠藤マサ子さん（伯父ケ倉）
前後公町長に目録を手渡す森口電気商会の
森口和広社長（左）

前後公町長（中央）に寄付金を手渡す齋藤
辰英さん（右）

音楽の力でみんなを元気に

　猪苗代吹奏楽団が主催する「いなわしろ復興支援コンサート
2016」は３月 20 日、学びいなで開かれました。東日本大震災
の被災者２人による講演の後、同楽団や猪苗代中吹奏楽部、東京
都の実践学園高合唱部など、町内外から参加した９団体が演奏を
披露。最後は出演者全員による合同演奏を披露しました。友人と
訪れたという浪江町出身の女性は「心が温まる素敵なコンサート
だった。元気をもらいました」と満面の笑みを浮かべていました。

いなわしろ復興支援コンサート 2016

コンサートのフィナーレを飾った合同演奏

地区を挙げての取り組みたたえる

　長坂地区の農事組合法人「ニューわくわくファーム」は３月
25 日、全国土地改良団体連合会が実施する「平成 27 年度農業
農村整備優良地区コンクール」の農業生産基盤整備部門で水土里
ネット会長賞を受賞しました。同法人の黒澤一代表理事らは３月
29 日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を報告。黒澤代表理事
は「受賞は、皆さんのご指導やご協力のおかげ。６次化にも積極
的に取り組み、町を元気にしていきたい」と話しました。

長坂地区「ニューわくわくファーム」に栄誉

前後町長（中央）に受賞を報告した黒澤さん（左から２人目）ら
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猪
苗
代
高
校
で
３
月
２
日
、
模
擬

選
挙
「
未
来
の
福
島
県
知
事
選
挙
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
と
し
６
月
か
ら
選
挙
権
が
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
に
合
わ
せ

て
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
実
施
し

ま
し
た
。

　

同
校
の
生
徒
１
０
０
人
と
ふ
た
ば

未
来
学
園
高
猪
苗
代
校
舎
に
通
う
１

年
生
９
人
が
参
加
。
候
補
者
役
の
福

島
大
生
４
人
に
よ
る
政
見
放
送
を
聞

い
た
後
、
本
物
の
選
挙
と
同
じ
手
順

で
投
票
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
職
員
の
指
導
の
下
、
投
票
事
務
や

開
票
作
業
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
こ
と
し
の
３
月

に
か
け
て
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ（
東
京

都
）の
森
美
術
館
で
開
か
れ
た
、「
村

上
隆
の
五
百
羅
漢
図
展
」。
こ
の
企

画
展
に
町
内
の
児
童
ら
が
招
待
さ
れ
、

初
公
開
さ
れ
た
巨
大
な
五
百
羅
漢
図

な
ど
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
が
「
東
日
本
大
震
災
の

た
め
に
描
い
た
絵
を
東
北
の
子
ど
も

た
ち
に
見
て
ほ
し
い
」
と
招
待
。
村

上
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
ア
ー
ト
企

業
「
カ
イ
カ
イ
キ
キ
」
と
日
本
財
団

の
助
成
に
よ
り
、
日
頃
は
じ
ま
り
の

美
術
館
を
利
用
し
て
い
る
児
童
14
人

と
そ
の
保
護
者
ら
が
招
待
さ
れ
ま
し

子
ど
も
た
ち
が
大
迫
力
の
羅
漢
図
な
ど
鑑
賞

スクールトピックス

イベントレポート

猪
苗
代
高
で
模
擬
選
挙　

18
歳
選
挙
権
控
え

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
高
さ
３
㍍
、
長

さ
が
１
０
０
㍍
も
あ
る
巨
大
な
絵
を

前
に
、
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
目
を
輝

か
せ
、
描
か
れ
た
羅
漢
た
ち
を
じ
っ

く
り
と
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

招
待
を
受
け
た
諏
訪
槙
己
さ
ん

（
猪
苗
代
小
４
年
）、
律
さ
ん（
同
２

年
）
兄
弟
は
、「
と
に
か
く
大
き
い

絵
だ
っ
た
け
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
描
い
て
あ
る
の
が
す
ご
い
。
動
物

の
絵
が
隠
れ
て
い
た
り
、
変
わ
っ
た

絵
が
あ
っ
た
り
し
て
面
白
か
っ
た
。

ま
た
こ
ん
な
美
術
館
に
来
て
み
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

町
内
の
児
童
が
「
村
上
隆
の
五
百
羅
漢
図
展
」
に
招
待
さ
れ
る

五百羅漢図をじっくり鑑賞する児童

事務は得意ではありま
せんが、自分なりに一
生懸命頑張りました。
選挙でミスをしないよ
うにするためには、一
人一人が責任感を持っ
て取り組むことが大事
だと感じました。

【VOICE】
選挙事務と
投票を体験
した

模
擬
選
挙
で
投
票
す
る
生
徒

本格的な選挙は初めて
で緊張したけど、いい
経験になりました。投
票できるようになった
ら、私にとって一番メ
リットがある候補者は
誰なのか、しっかり考
えて投票したいです。

若林朋香 さん　  古川さやか さん

          （いずれも２年）※学年は３月２日現在

　

朝
ド
ラ
が
大
好
き
で
、
毎

日
、
マ
マ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
見
て
い
る
と
い
う

あ
か
り
ち
ゃ
ん
。
主
題
歌
が

流
れ
る
と
早
足
に
テ
レ
ビ
の

そ
ば
へ
や
っ
て
来
て
、
テ
ー

ブ
ル
を
叩
い
て
喜
び
ま
す
。

　
「
最
近
は
、
な
ん
ち
ゃ
っ

て
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
で
い
ろ
い

ろ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
、
マ
マ
の

美
香
さ
ん
。「
パ
パ
に
投
げ

チ
ュ
ー
は
？
」
と
美
香
さ
ん

が
言
う
と
、「
ち
ゅ
♡
」
と

笑
顔
で
投
げ
キ
ッ
ス
。
パ
パ

の
良
平
さ
ん
の
顔
も
思
わ
ず

ほ
こ
ろ
び
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
、
そ
ん
な
あ
か
り

ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
く
て
仕
方

が
な
い
よ
う
で
、
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
お
散
歩
に
行
っ
た

り
、
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て

く
れ
る
の
だ
と
か
。

　

家
族
み
ん
な
の
愛
情
を
一

身
に
受
け
て
、
あ
か
り
ち
ゃ

ん
の
笑
顔
は
、
今
日
も
ひ
と

き
わ
輝
い
て
い
ま
す
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

あかりちゃんの名前には、「家族を明るく照らす、
明かりのような存在になってほしい」というパパと
ママの願いが込められています。

平成 27 年２月生まれ
～酸川野　
良
りょう

平
へ い

さん・美
み

香
か

さん夫婦の長女

阿部　あかり　ちゃん

大好きなパパ、ママと一緒に笑顔で「ハイ、チーズ！」

笑顔でこんにちは

春
を
告
げ
る
伝
統
の
舞　

西
久
保
彼
岸
獅
子

キラリ光る おらが村

西久保彼岸獅子保存会
渡部 正人  会長

　

西
久
保
地
区
に
伝
わ
る
町
指
定
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
西
久
保
彼

岸
獅
子
」
が
３
月
20
日
、
西
久
保
公

民
館
で
披
露
さ
れ
、
同
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
ら
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

太た
い

夫ゆ
う

獅
子
、
雄
獅
子
、
雌
獅
子
の

三
体
一
組
が
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て

美
し
く
勇
壮
な
舞
を
披
露
。
会
場
に

詰
め
か
け
た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

西
久
保
彼
岸
獅
子
は
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
住
民
の
無
病
息

災
を
祈
る
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
は

武
士
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
も
奉

納
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
戦

争
に
よ
り
一
時
中
断
し
た
も
の
の
、

１
９
５
０
年
頃
に
復
活
さ
せ
、
西
久

保
彼
岸
獅
子
保
存
会
が
毎
年
、
春
彼

岸
の
中
日
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。
現

在
ま
で
彼
岸
獅
子
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
は
、
町
内
で
は
西
久
保
地
区
の
み

で
す
。

　

蟹
沢
地
区
か
ら
見
に
来
た
と
い
う

渡
部
マ
サ
ノ
さ
ん
は
「
舞
も
お
囃
子

も
息
が
合
っ
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
貴
重
な
伝
統
芸
能
を
こ
れ
か
ら

も
守
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

メンバーたちが仕事を持っ
ている中で、練習時間の調
整など、苦労することも多
くありますが、みんなで力
を合わせて、この彼岸獅子
を後の世代に伝えていきた
いですね。

▶彼岸獅子のトリを飾る、
太夫獅子の「弓舞い」

【VOICE】

町ホームページで西久保彼岸獅子の動画が見られます
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山火事に注意
　春先は、行楽や山菜採りで山へ入る人が多
くなり、山火事が発生しやすい時期です。ま
た昨年は、鳥獣対策で使用した花火や野焼き
による林野火災、野火が多く発生しました。
　燃えてしまった森林はすぐには戻りませ
ん。一人一人の防火意識が山火事を未然に防
ぎますので、次の点に注意してください。
①枯れ草などのある場所では、たき火をしな
いこと。
②強風・乾燥時はたき火、火入れをしないこと。
③たき火等（花火）の場所を離れるときは、
完全に消火すること。
④たばこの火は必ず消し、吸い殻の投げ捨て
は絶対にしないこと。
⑤火遊びをしないこと。
※全国での山火事発生の約 70 パーセントが
人為的要因（たき火・たばこなど）です。

～平成 28 年度全国山火事予防統一標語～
「誓います　森の安全　火の始末」

問猪苗代消防署　☎（62）4433

肺
炎
に
な
る
確
率
を
下
げ

る
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
と

も
な
る
肺
炎
球
菌
。
そ
の
感
染
や
重

症
化
を
予
防
す
る
の
が
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

▼
対
象
者

　

本
年
度
の
対
象
者
は
、
左
の
表
の

年
齢
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
今
ま

で
一
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
で
す
。

▼
料
金　

無
料

▼
助
成
期
間　

29
年
３
月
31
日
ま
で

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

▼
予
診
票

　

町
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
あ
り

ま
す
。
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
人
は
、
保
健
福
祉
課
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
１
人
１

回
で
す
。
今
回
接
種
を
受
け
た
人
は
、

今
後
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
で

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、親
子
の
遊
び
の
教
室「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後
期
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
期
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
思

い
切
り
体
を
動
か
し
た
り
、
季
節
に

合
わ
せ
た
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
近
所
に
同
世
代
の
子
ど
も
が
少

な
い
、
転
入
し
た
ば
か
り
、
母
親
同

士
の
情
報
交
換
が
し
た
い
と
い
う
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

　

町
内
在
住
の
２
歳
か
ら
４
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者　

20
組（
※
以

前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
除
き

ま
す
）

▼
開
催
日

　

５
月
31
日（
火
）・
６
月
21
日（
火
）・

７
月
26
日（
火
）・
８
月
30
日（
火
）・

９
月
20
日（
火
）の
全
５
回

▼
時
間　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
会
場

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
め
切
り
日

　

５
月
13
日（
金
）
※
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

い
な
わ
し
ろ
み
ら
い
会
議

参
加
者
募
集

　
「
い
な
わ
し
ろ
み
ら
い
会
議
」
に

つ
い
て
は
、
広
報
猪
苗
代
３
月
号
の

特
集
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

官
民
協
働
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
自
由
に
討
論
し
、
実
践
で
き

る
場
と
し
て
、
平
成
28
年
度
も
「
い

な
わ
し
ろ
み
ら
い
会
議
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
要
件
は
特
に
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
企
画
財
務
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回
会
議

・
日
時　

５
月
16
日（
月
）

　

午
後
６
時
～
午
後
９
時

・
場
所　

学
び
い
な　

研
修
室

（
年
間
４
回
程
度
開
催
予
定
）

▼
申
込
期
限　

４
月
28
日（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

答
す
る
際
に
は
、
氏
名
を
伏
せ
て
掲

載
し
ま
す
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金
を
交
付

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観

点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
と
促
進
を
図
り
、
自
然
と
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
カ
メ

リ
ー
ナ
、
学
び
い
な
、
和
み
い
な（
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
氏
名
、
住
所
お
よ
び
連
絡
先
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

※
頂
い
た
ご
意
見
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
確
認
の
た
め
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
広
報
で
回

▼
補
助
対
象
要
件

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
人
が
居
住
し

て
い
る
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す

る
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
に
、

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

※
最
大
出
力
値
が
４
㌔
㍗
を
超
え
る

場
合
は
、
４
㌔
㍗（
６
万
円
）を
上

限
と
し
ま
す
。

▼
申
請
受
け
付
け　

４
月
１
日（
金
）

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
予
定
件
数　

10
件

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
制
度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係　

☎（
62
）２
１
１
２

　

年
齢

 　

生
年
月
日

65
歳

70
歳

75
歳

80
歳

85
歳

90
歳

95
歳

100
歳

昭
和
26
年
４
月
２
日
～

昭
和
27
年
４
月
１
日

昭
和
21
年
４
月
２
日
～

昭
和
22
年
４
月
１
日

昭
和
16
年
４
月
２
日
～

昭
和
17
年
４
月
１
日

昭
和
11
年
４
月
２
日
～

昭
和
12
年
４
月
１
日

昭
和
６
年
４
月
２
日
～

昭
和
７
年
４
月
１
日

大
正
15
年
４
月
２
日
～

昭
和
２
年
４
月
１
日

大
正
10
年
４
月
２
日
～

大
正
11
年
４
月
１
日

大
正
５
年
４
月
２
日
～

大
正
６
年
４
月
１
日

保
　
健

募
　
集

　町は、「広報猪苗代」に掲載する
有料広告を募集しています。事業所
の宣伝、広告などにぜひご活用くだ
さい。手続きや料金など、詳しくは
下記にお問い合わせください。

 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　本会は平成２年に設立し、主として首
都圏に居住または勤務する猪苗代町の出
身者の親睦・交流とふるさと猪苗代町の
振興・発展に寄与することを目的として、
活動をしております。
　本年度の総会・懇親会を下記日程で開
催いたします。より多くの町民の皆さま
にご参加いただけるよう、心よりお待ち
しております。

●日時　５月 15 日（日）
　　　　午前 11 時～午後２時

【総会】午前 11 時～午前 12 時
（前年度活動結果・会計報告、本年度活

動方針・会計予算他）
【懇親会】午前 12 時～午後２時
（民話、津軽三味線、民謡、盆踊り）

● 場 所　 ホ テ ル「 グ ラ ン パ シ
フィック  LE  DAIBA」

（東京都港区台場 2-6-1）※ゆりかもめ
線「台場駅」すぐ前　☎ 03（5500）6711

●会費　7,000 円（会員・同伴者とも）
●申し込み　町民会事務局長　阿部亜

く に

夫
お

までご連絡をお願いいたします。
　☎・FAX　042（372）2332
※お申し込みは４月 25 日（月）までにお
願いいたします。

東京猪苗代町民会
総会のご案内

行政相談委員に相談しませんか
　行政相談委員が役所（国、県、市町村）や
特殊法人（ＮＴＴ、ＪＲなど）の仕事につい
ての相談に応じ、その解決のお手伝いをしま
す。定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催
しています。お気軽にご相談ください。
●開催日時　４月 20 日（水）、５月 18 日（水）
　午後１時～午後３時
●場所　町役場３階　日本間
●その他　相談無料・秘密厳守
問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

聴覚障がい者相談会

　県障がい者総合福祉センターは、聴覚障が
い者相談会を開催します。「最近耳の聞こえ
が悪くなった」「補聴器を使ってみたいけど
不安」「耳鳴りがするけど、耳の病気かな？」
という人は、ぜひご相談ください。
●日時　５月 17 日（火）
　午後１ 時～午後３時
●場所　町地域福祉交流センター
●対象者　▷聴覚の身体障害者手帳を持って
いる人▷耳の聞こえが悪いまたは耳の病気が
疑われる人
●内容　▷補聴器の要否や使用方法、修理な
どに関する相談▷医療相談（耳の持病、聴力
の程度に関する相談など）
●申込締切日　４月 26 日（火）
　※事前予約が必要です。
問保健福祉課　社会福祉係　☎（62）2115

ひとり親家庭のための就職相談会

　県内にお住まいのひとり親家庭の人（母子
家庭の母、父子家庭の父および寡婦）を対象
に就職相談会を開催します。
●日時　４月 14 日（木）、６月９日（木）、
８月４日（木）、10 月６日（木）、12 月８日（木）、
２月９日（木）　午前 10 時～午後３時
　※事前予約が必要です。
●場所　会津保健福祉事務所
●内容　就職に関する相談全般
問県母子家庭等就業・自立支援センター
　☎ 024（521）5699

相　談
新
し
い
民
生
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す

遠
藤
恒
友
さ
ん（
上
ノ
上
）

☎（
63
）１
４
２
７

【
担
当
地
区
】
上
ノ
上

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
な
ら
び
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
す
。
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
に
応
じ

る
ほ
か
、
必
要
な
援
助
活
動
を
行
い
、

地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
の
受
付
開
始

　

町
で
は
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け

の
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者

を
支
援
し
、
平
成
28
年
前
半
の
個
人

消
費
の
下
支
え
を
す
る
た
め
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
平
成

27
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
給
付
対
象
者
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
は
、
４
月
下
旬
に
案

内
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内

を
確
認
の
上
、
申
請
受
付
期
間
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
に
支
給
を
し
た
猪
苗

代
町
臨
時
福
祉
給
付
金
の
要
件
に
該

当
し
た
人
で
、
平
成
28
年
度
中
に
65

歳
以
上
と
な
る
人（
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

場
合（
住
民
税
に
お
い
て
、
ど
な
た

か
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
な
ど
）や

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場
合
な

ど
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
申
請
方
法

・
申
請
先　

保
健
福
祉
課

・
申
請
受
付
期
間
や
提
出
書
類
な
ど

に
つ
い
て
は
、
郵
送
さ
れ
る
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

戦
没
者
等
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

　

わ
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思

い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没

者
等
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
請

求
期
間
内
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
左
記
の
う
ち
先
順

位
の
遺
族
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人　

○
戦
没
者
等
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

○
戦
没
者
等
の
三
親
等
以
内
の
親
族

で
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
人　

な
ど

▼
支
給
内
容　

額
面
25
万
円（
５
年

償
還
の
記
名
国
債
）

▼
請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
４
月
２
日

▼
請
求
窓
口　

保
健
福
祉
課
（
請
求

書
な
ど
の
様
式
も
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

ご
協
力
を

　

水
道
料
金（
下
水
道
使
用
料
）算

出
の
た
め
、
毎
月
25
日
か
ら
翌
月
５

日
の
間
に
検
針
員
が
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
に
伺
い
ま
す
。
た
だ
し
、
冬

期
間（
１
月
分
～
４
月
分
）は
一
部

の
地
域
を
除
き
積
雪
に
よ
り
検
針
が

困
難
で
あ
る
た
め
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

検
針
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
が
入
っ
て
い
る

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
物

を
置
い
た
り
車
を
駐
車
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
泥
な

ど
が
入
ら
な
い
よ
う
、
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
愛
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
出

入
口
付
近
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
増
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
が
床
下
や
屋
内
に
な
っ
て
し
ま
う

場
合
は
移
設
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

告　

示

・
第
12
号
「
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
告
示
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
13
号
「
公
の
施
設（
農
村
公
園
）

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
告
示
」

（
農
林
課
農
林
整
備
係
）

・
第
14
号
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
及
び
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定

（
天
空
の
さ
と
・
す
み
れ
）」（
保
健

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

・
第
15
号
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
及
び
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
指
定

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
す
み
れ
・
梨
の

木
）」（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
）

公　

告

・
第
６
号
「
平
成
28
年
度
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
区
域
公

告
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
７
号
「
平
成
28
年
度
下
水
道
区

域
外
流
入
受
益
者
分
担
金
の
賦
課
区

域
公
告
」（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
　
祉

掲
示
板

手
続
き

お
願
い
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町
職
員
人
事
異
動

　

町
職
員
が
４
月
１
日
付
で
異
動
し

ま
し
た
。（　

）内
は
旧
職
名
。

退　

職
【
３
月
31
日
付
】

▼
石
田
幸
一
（
参
事
兼
総
務
課
長
）

▼
齋
藤
憲
郎
（
参
事
兼
企
画
財
務
課

長
）
▼
齋
藤
安
雄
（
税
務
課
長
）
▼

榊
原
源
法
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室

長
）
▼
小
檜
山
勲
（
教
育
総
務
課
長
）

▼
井
上
裕
子
（
教
育
総
務
課
千
里
小

学
校
主
任
調
理
士
）▼
柴
﨑
泰
宏（
保

健
福
祉
課
保
健
師
）▼
荒
川
克
司（
上

下
水
道
課
主
査
）
▼
金
子
玲
子
（
こ

ど
も
課
翁
島
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

異　

動
【
４
月
１
日
付
】

【
課
長
職
】

▼
総
務
課
長
（
農
林
課
長
）
石
川
洋

一
▼
企
画
財
務
課
長
（
保
健
福
祉
課

長
）
森
田
茂
夫
▼
税
務
課
長
（
企
画

財
務
課
主
任
主
査
兼
財
務
係
長
）
佐

藤
重
則
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長

（
町
民
生
活
課
長
）
田
巻
敏
徳
▼
町

民
生
活
課
長
（
上
下
水
道
課
長
）
小

林
雅
宏
▼
保
健
福
祉
課
長
（
税
務
課

副
課
長
兼
賦
課
係
長
）
浅
井
正
博
▼

農
林
課
長
（
農
林
課
副
課
長
兼
農
業

振
興
係
長
）
渡
部
彰
啓
▼
上
下
水
道

課
長
（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
兼
下

水
道
係
長
）
古
川
睦
志
▼
教
育
総
務

課
長
（
建
設
課
主
幹
兼
都
市
整
備
係

長
）
森
口
勉
▼
こ
ど
も
課
長
兼
ひ
ま

わ
り
こ
ど
も
園
長
（
こ
ど
も
課
長
）

関
和
清
智

【
課
長
相
当
職
】

▼
こ
ど
も
課
主
幹
兼
さ
く
ら
こ
ど
も

園
長
兼
中
の
沢
保
育
所
長
（
こ
ど
も

課
こ
ど
も
園
係
長
）
渡
部
真
理
子

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▼
総
務
課
主
任
主
査
兼
行
政
管
理
係

長
（
農
林
課
主
任
主
査
兼
農
林
整
備

係
長
）
薄
治
彦
▼
企
画
財
務
課
主
任

主
査
兼
財
務
係
長
（
総
務
課
主
任
主

査
兼
行
政
管
理
係
長
）
大
堀
和
也

▼
農
林
課
副
主
幹
兼
農
業
振
興
係

長
（
議
会
事
務
局
副
主
幹
兼
議
事
係

長
）
島
影
美
江
▼
農
林
課
主
任
主
査

兼
農
林
整
備
係
長
（
上
下
水
道
課
主

任
主
査
兼
水
道
管
理
係
長
）
鈴
木
敏

▼
建
設
課
主
任
主
査
兼
都
市
整
備
係

長
（
商
工
観
光
課
主
任
主
査
兼
商
工

観
光
係
長
）
安
部
庄
英
▼
上
下
水
道

課
主
任
主
査
兼
下
水
道
係
長
（
税
務

課
主
任
主
査
兼
収
納
係
長
）
柴
田
敏

和
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
主
査

兼
農
地
係
長
（
保
健
福
祉
課
主
任
主

査
兼
社
会
福
祉
係
長
）
山
住
満

【
係
長
職
】

▼
税
務
課
賦
課
係
長
（
税
務
課
主

査
）
新
田
利
一
▼
税
務
課
収
納
係
長

（
税
務
課
主
査
）
近
藤
一
彦
▼
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
（
建
設
課
主

査
）
齋
藤
清
人
▼
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
長
（
商
工
観
光
課
主
査
）
野

崎
和
彦
▼
上
下
水
道
課
水
道
管
理
係

長
（
会
計
室
主
査
）
六
角
雅
美
▼
議

会
事
務
局
議
事
係
長
（
農
業
委
員
会

事
務
局
農
地
係
長
）
林
部
伸
▼
教
育

総
務
課
教
育
総
務
係
長
（
上
下
水
道

課
主
査
）
山
崎
義
和
▼
こ
ど
も
課
こ

ど
も
園
係
長
（
税
務
課
主
査
）
笠
間

徹【
係
長
相
当
職
】

▼
総
務
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
小

鮒
克
弘
▼
総
務
課
主
査
（
商
工
観
光

課
主
査
）
半
澤
勇
生
▼
税
務
課
主

査
（
保
健
福
祉
課
主
査
）
大
坂
圭
▼

税
務
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
矢
森

徹
郎
▼
会
計
室
主
査
（
町
民
生
活
課

主
査
）
吉
田
紀
子
▼
保
健
福
祉
課
主

査
（
保
健
福
祉
課
主
事
）
古
川
透
▼

保
健
福
祉
課
主
査
（
保
健
福
祉
課
主

事
）阿
部
香
渚
子
▼
農
林
課
主
査（
建

設
課
主
査
）
渡
部
守
▼
商
工
観
光

課
主
査
（
総
務
課
付
）
福
地
喜
代
貴

▼
建
設
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
二

瓶
貴
之
▼
上
下
水
道
課
主
査
（
保
健

福
祉
課
主
査
）
阿
部
智
剛
▼
上
下
水

道
課
主
査
（
教
育
総
務
課
主
査
）
岡

田
仁
▼
上
下
水
道
課
主
査
（
上
下
水

道
課
主
任
水
道
技
士
）
佐
藤
智
▼
上

下
水
道
課
主
査
（
上
下
水
道
課
主
任

水
道
技
士
）
白
岩
定
好
▼
生
涯
学
習

課
主
査
（
税
務
課
主
査
）
吉
田
一
義

▼
こ
ど
も
課
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
主

任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ

ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
）
小
池
知
恵

子
▼
こ
ど
も
課
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

主
任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
千
里
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
星
野
恵
美
子
▼
こ

ど
も
課
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
主
任
保

育
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も

園
主
任
保
育
教
諭
）
大
坂
千
佳
子
▼

こ
ど
も
課
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
主
任

保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚

園
主
任
教
諭
）
橋
本
公
子
▼
こ
ど
も

課
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教

諭
（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚
園
主
任

教
諭
）
青
木
美
緒
▼
こ
ど
も
課
ひ
ま

わ
り
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
（
こ

ど
も
課
吾
妻
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
佐

藤
陽
子
▼
こ
ど
も
課
ひ
ま
わ
り
こ
ど

も
園
主
任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
千

里
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
安
部
淳
子
▼

こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も
園
主
任
保

育
教
諭
（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
保
育
所

主
任
保
育
士
）
関
矢
香
代
▼
こ
ど
も

課
さ
く
ら
こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭

（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚
園
主
任
教

諭
）
土
屋
恵
子
▼
こ
ど
も
課
さ
く
ら

こ
ど
も
園
主
任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も

課
猪
苗
代
保
育
所
保
育
士
）
先
﨑
千

賀
子

【
担
当
の
職
】
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

車種区分
税額（年額）

改正前 28 年度～

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円
雪上走行用 2,400 円 3,600 円

車種区分

税額（年額）

改正前
改正後

① 27 年 ３ 月 31 日 以
前に新車新規登録し
たもの（改正前と同額）

② 27 年４月１日以後
に新車新規登録した
もの（※）

③新車新規登録から
13 年を経過したもの

（28 年度～）
三輪 3,100 円 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪以上
乗用

営業用 5,500 円 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物
営業用 3,000 円 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 4,000 円 5,000 円 6,000 円

【表２】三輪および四輪以上の軽自動車の税額（新車新規登録日によって税額が変わります）

【表１】原動機付自転車・二輪車などの税額

車種区分
税額（年額）

基準額 ① ② ③
三輪   3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上
乗用

営業用   6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物
営業用   3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用   5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

　平成 27 年度税制改正により、平成 28 年４月
１日から軽自動車税の税額が変わります。原動
機付自転車、二輪車、小型特殊自動車など（三輪
および四輪以上の軽自動車以外のもの）について、
平成 28 年４月１日現在において登録されている
車両全ての税額が上がります（表１のとおり）。
　また、三輪および四輪以上の軽自動車のうち、
最初の新規検査（新車新規登録）から 13 年を経過
したものについて、平成 28 年度から税額が通常
より重くなる重量課税が始まります（表２のとお
り）。

①電気自動車、天然ガス自動車（平成 21 年排出ガ
ス基準　10％低減認定車）
②平成 17 年排出ガス基準　75％低減認定車で、かつ、

（乗用）平成 32 年度燃費基準 +20％達成車
（貨物用）平成 27 年度燃費基準 +35％達成車

③平成 17 年排出ガス基準　75％低減認定車で、かつ、
（乗用）平成 32 年度燃費基準達成車
（貨物用）平成 27 年度燃費基準 +15％達成車

平成 28 年度に限り、排出ガス性能や燃費性能に優れた環境負荷の小
さい軽自動車の税率が低くなる、グリーン化特例制度が設けられます。
※平成 27 年４月１日以後に新車新規登録した軽自動車に適用されます。

環境に配慮した軽自動車の
税率を軽減（28 年度のみ）

軽自動車税の税率が変わります

※軽自動車税は、毎年４月１日現在、所有者として登録されている人にかかります。
　平成 28 年４月２日以後に新車新規登録した車両は、平成 28 年度の軽自動車税はかかりません。
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受けることがあります。
●未登録の銃砲刀剣類を発見した場
合の手続き

（１）発見届け出
　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、まず最寄りの警察署に発見届
を提出してください。

（２）登録手続きの案内　
　発見届が済むと、県教育委員会か
ら登録審査会の案内があります。

（３）登録審査会
　登録審査会の案内が届いたら、審
査を受けてください。審査会の日時
や持参する物は、案内に記載してあ
ります。
●その他　所有者変更・登録証紛失
についても手続きが必要です。詳し
くは下記までお問い合わせください。
問県教育委員会文化財課
　☎ 024（521）7787

　愛犬と楽しく過ごしましょう
   「飼い犬のしつけ方教室」

　会津保健福祉事務所（会津保健所）
が「飼い犬のしつけ方教室」を開催
します。
●学科講習（第１回～第４回）
①５月 11 日（水）、②７月 20 日（水）
③９月 14 日（水）、④ 11 月９日（水）
●実技講習（第１回～第４回）
①５月 18 日（水）、②７月 27 日（水）
③９月21日（水）、④11月16日（水）
●時間
▷学科：各回午前 10 時～正午

▷実技：各回午前 10 時～正午また
は午後１時 30 分～午後３時 30 分

（どちらか一方）
●場所　会津保健福祉事務所会議室
●内容
▷学科：飼い犬に関する法令、しつ
け方、問題行動についてまなびます。
人のみの受講となりますので、犬は
連れてこないでください。
▷実技：飼い犬やデモ犬を用いたし
つけ方（座れ、伏せ、待てなど）の
実技講習を行います。飼い主さんは、
飼い犬と一緒に参加できます。
※実技講習を受講できるのは、学科
講習を受けた方のみです。
●講師　会津保健福祉事務所職員な
ど
●定員　▷学科：各回 30 人程度
▷実技：各回６組程度
●受講料　無料
●申込方法　下記の窓口または電話
で申し込んでください。
問会津保健福祉事務所（会津保健所）
　会津若松市追手町７－ 40
　☎（29）5517

　 就職に向けて技能取得
　 職業訓練の受講生募集

　ポリテクセンター会津では、下記
のとおり職業訓練生を募集します。
●募集コース
①建築ＣＡＤリフォーム技術コース

（住宅リフォーム技術科）
▷募集定員　18 名
▷訓練期間　７月１日～ 12 月 28
日（６カ月間）
②若年者コース（機械加工技術科、
ビジネススキル講習付）
▷募集定員　６名
▷訓練期間　７月１日～平成 29 年
１月 31 日（７カ月間）
※以下は①②共通です。
●対象者　公共職業安定所に求職登
録されている方で、職業訓練の受講
が望ましいと判断された方
●受講料　無料
●募集期間　４月 18 日（月）～
６月 16 日（木）
●選考日　６月 20 日（月）
問ポリテクセンター会津　訓練課
　☎（26）0520

　 まきばのさくらロード
　 おかめの会さくら祭り

　「振り向けば磐梯山、見下ろせば
猪苗代湖」。会津一のビュースポッ

トで、お花見をしませんか。
●日時　５月５日（木、祝日）
　午前 10 時～午後４時
※雨天中止の場合あり
●場所　町営牧場内特設会場（緑の
村魚つかみ取り池広場となり）

●イベント内容
▷こづゆの振る舞い▷お茶の野だて
▷猪苗代の歴史・観光ガイド▷民話
の語り▷よさこい演舞▷銭太鼓演奏
▷バンド演奏▷キッズコーナー（輪
投げ、ボール遊びなど）▷起き上が
り小法師絵付け体験
●出店
▷野菜・漬け物など（きずなファー
ム）▷お花見団子など
問おかめの会　星久子（西ノ沢温泉
たなべの湯）　☎（65）2533

　 未登録の銃砲刀剣類を
　 発見したら、登録を！

　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、登録を受けてください。手続
きを怠ると、不法所持になり罰則を

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 28 年２月 29 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族や知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 28 年 平成 27 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 7 11 -4 -36.4
磐 　 梯 　 町 4 2 2 100.0
裏 　 磐 　 梯 4 7 -3 -42.9

　　　計 15 20 -5 -25.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
28 年 27 年 28 年 27 年 28 年 27 年

窃盗犯計 6 10 4 1 3 7
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 1 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 1 5 1 2
置引き
車上ねらい 3
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 1
自販機ねらい
万引き 2
職場ねらい
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 2 2 1
非侵入盗その他 1 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊 1 1

その他の刑法犯 1
総　計 7 11 4 2 4 7
増　減 -4 2 -3

町村別
事故別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
28 年 27 年 28 年 27 年 28 年 27 年

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 12 13 3 2 1 2
増　　減 -1 1 -1

就　　職

催　　し

４月 28 日（木）
午前９時 00 分から
午後５時 00 分まで

町役場で全血献血を実施します。
400㍉㍑献血にご協力ください。

４月の献血日程

よろしく

暮らしの情報広場

   今月の納期
（納期限５月２日）

●固定資産税
　　　　　 １期分
●上下水道使用料
　　　　　 ４月分

緑の村魚のつかみ
取り池広場となり(　　　)

県道７号線

●●

緑
の
村

コンビニＧＳ

至天鏡台

至スキー場

開催場所

●●●

４月 11 日～５月末の窓口業務延長日は
４月 19 日と５月 10 日、24 日です編

集
後
記

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

町の人口

 28 年３月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,933 人
　　世帯数　　　  4,931 戸
　　出生　  6 人　  転入　 16 人
　　死亡　30 人  　転出　 28 人

【おわびと訂正】
　広報３月号（№ 665）に誤りがあ
りました。22 ページ「町の人口」
欄で 28 年２月１日現在の現住人口

「15,406 人」とあるのは「14,969 人」
の誤りです。おわびして訂正いたし
ます。また、28 年１月１日現在の
町の人口を掲載していませんでした
ので、下記に掲載します（同月から
平成 27 年国勢調査速報値に基づき
推計したデータとなっています）。
▷人口 14,977 人▷世帯数 4,933 戸
▷出生８人▷死亡 19 人▷転入 21
人▷転出 23 人

届 け 出

講　　習
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Our  Museum
みんなの美術館

４月は吾妻小学校のお友達の作品です（学年は３月 16 日現在）
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■一口メモ■
　牛乳などの乳製品に含まれるカルシウムは吸収率が良いため、飲むだけでなく料理に使うことでも骨
粗しょう症の予防につながります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 226

【材料】４人分
・グリーンアスパラ  10 本・玉ねぎ  1/2 個・エリンギ  
１パック・ベーコン  １枚・Ａ｛牛乳  ２カップ・水  １カッ
プ・コンソメ  大さじ１｝

【作り方】
① グリーンアスパラは３㌢ほどの長さに、ベーコンは
１㌢幅に切る。玉ねぎはみじん切り、エリンギは薄くス
ライスする。
② 鍋でベーコンと玉ねぎを炒め、しんなりしてきたら
グリーンアスパラとエリンギを加えてさっと炒める。
③ Ａを加えてひと煮立ちしたら火を止めて器に盛って
出来上がり。

【１人当たりの栄養量】
エネルギー 115㌔㌍、塩分 0.5㌘、カルシウム 125㍉㌘

アスパラのミルクスープ
（骨粗しょう症予防メニュー）

鈴木日
ひ

奈
な

子
こ

さん（３年）

「にじがたくさん」

友達と一緒に、虹にのって遊
んでいるところを描きました。
ピンクの服を着ているのが私
です。空の色は、上に向かっ
て少しずつ濃くなるように工
夫しました。カラフルな虹が
お気に入りです。小椋美

み

弥
や

緋
び

さん（１年）

紙版画「元気な魚」

工夫したのは、魚を曲げたと
ころです。魚の模様がきれい
に出るように、インクの濃さ
やバレンでこする強さに気を
付けました。版画は、紙に色
を写すまで仕上がりが分から
ないところが楽しいです。


